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概要 

LV49821VHは、低電圧(2.7V～)動作可能なパワーアンプを2チャンネル内蔵している他、ヘッドホン

ドライバ切替/電流低減のためのスタンバイ機能も搭載しており、ポータブル機器や低出力系機器用

のスピーカドライブに適したLSIである。 

 

用途 

・ポータブルDVDプレーヤ,ノートPC,ポータブルTV,LCDモニタ,アクティブスピーカ等 

 

特長 

・2チャンネルBTLパワーアンプ内蔵：出力電力=1.4W標準(VCC=5V,RL=8Ω,THD=10%) 

 差動出力形式のため、出力カップリングコンデンサ不要 

・スタンバイ機能搭載： スタンバイ時消費電流＝0.01μA標準(VCC=5V) 
・第2アンプ停止制御機能搭載： ヘッドホンドライバ切替用(BTL/SE切替用) 

 音声ミュート用(BTLパワーアンプ経路のみ) 

・ビープ信号入力対応  

・過熱保護回路内蔵  

・低電圧動作可能：VCC=2.7V～5.5V 

・ゲイン設定可能：BTL電圧利得=0～26dB 

・出力位相補償用コンデンサ不要  

 

最大定格/Ta=25℃ 

項目 記号 条件 定格値 unit 

最大電源電圧 VCC max  6 V 

許容消費電力 Pd max 指定基板付き※ 1.5 W 

最大接合部温度 Tj max  150 ℃ 

動作周囲温度 Topr  -30 ～ + 75 ℃ 

保存周囲温度 Tstg  -40 ～ +150 ℃ 

※指定基板(当社半導体評価基板)：70mm×70mm×1.6mm，ガラスエポキシ両面基板 

 

 

 

 

 

 

 

Bi-CMOS集積回路 

ポータブル音響機器用 
1.4W×2ch BTL パワーアンプ 

注文コード No.NA1468D 

データシート No.NA1468C をさしかえてください。 

最大定格を超えるストレスは、デバイスにダメージを与える危険性があります。最大定格は、ストレス印加に対してのみであり、推奨動作条件を超えての機能

的動作に関して意図するものではありません。推奨動作条件を超えてのストレス印加は、デバイスの信頼性に影響を与える危険性があります。
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動作条件/Ta=25℃ 

項目 記号 条件  unit

推奨電源電圧 VCC  5 V 

推奨負荷抵抗 RL  4 ～ 32 Ω 

VCC op1 RL=8Ω以上 2.7 ～ 5.5 V 許容動作電源電圧 

範囲 VCC op2 RL=4 または 6Ω 2.7 ～ 3.7 V 

※許容消費電力を十分考慮して、使用する電源電圧を決定すること。 

 

電気的特性/Ta=25℃,VCC=5V,fin=1kHz,RL=8Ω,V2=High,V6=Low 

項目 記号 条件 min typ max unit

ICCOP1 無信号,RL=∞ 7.1 13 mA 無信号時消費電流 

ICCOP2 無信号,RL=∞,V6=High(第2ｱﾝﾌﾟ停止時） 4.0  mA 

スタンバイ消費電流 ISTBY 無信号,RL=∞,V2=Low(スタンバイ時) 0.01 10 μA 

最大出力電力 PO max THD=10% 0.91 1.4  W 

電圧利得 VG Vin=－25dBV 17.6 19.1 20.6 dB 

電圧利得使用範囲 VGR  0  26 dB 

チャネルバランス CHB Vin=－25dBV －1.5 0 ＋1.5 dB 

全高調波ひずみ率 THD Vin=－25dBV 0.3 1 % 

出力雑音電圧 VNO Rg=620Ω,20～20kHz 35 100 μVrms

チャネル分離度 CHsep Vout=－25dBV,20～20kHz 50 60  dB 

出力オフセット電圧 VDCOS Rg=620Ω －30  ＋30 mV 

MUTE1 Vin=0dBV,V2=Low(スタンバイ時) －110  dBVミュート減衰レベル 

MUTE2 Vin=－10dBV,V6=High(第2ｱﾝﾌﾟ停止時） －85  dBV

リップル除去率 SVRR Rg=620Ω,fr=100Hz,Vr=－20dBV 35  dB 

基準(4ピン)電圧 VREF  2.5  V 

2 ピン制御 HIGH 電圧 VSTBH パワーアンプ動作モード 1.6  VCC V 

2 ピン制御 LOW 電圧 VSTBL パワーアンプ待機モード 0  0.3 V 

6 ピン制御 HIGH 電圧 V2CNTH 第2アンプ待機モード(SEモード) 4VCC/5  VCC V 

6 ピン制御 LOW 電圧 V2CNTL 第2アンプ動作モード(BTLモード) 0  VCC/2 V 

 

外形図 

unit:mm (typ) 
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ブロック図 
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測定回路 
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評価基板回路図 
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評価基板パターン図 (70mm×70mm×1.6mm) 
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応用回路例 1 (BTL/SE 切替機能使用) 
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応用回路例 2 (BTL 機能のみ使用) 
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端子説明 

端子 

番号 
端子名 

端子電圧 

VCC=5V 
説明 等価回路 

1 

8 

IN1 

IN2 

2.5V 

2.5V 

パワーアンプ入力端子(1ch) 

パワーアンプ入力端子(2ch) 

18 VREF2

VCC

GND

VCC

 

2 STBY 外部印加 スタンバイ制御端子 

O～0.3V：待機モード 

1.6V～VCC：動作モード 

2
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5 PRE-GND 0V 前段部用GND端子  

6 A2CNT 外部印加 第2アンプ停止制御端子 
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7 NC － 未使用端子  
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10 
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11 VCC 外部印加 電源端子  

FIN PWR-GND 0 パワー系GND端子、放熱用フィン  
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使用上の注意 

1．入力カップリングコンデンサ(C1,C2)について 

C1,C2は入力カップリングコンデンサであり、直流カットを目的としている。ただし、このコンデ

ンサC1,C2と入力抵抗R1,R3によってハイパスフィルタが構成され、低域信号が減衰するため、容量

値を決定する場合、カットオフ周波数を考慮して設定すること。 

なお、カットオフ周波数は次式で表される。 

1ch ⇒ fc1=1/(2π×C1×R1) 
2ch ⇒ fc2=1/(2π×C2×R3) 

また、このコンデンサは立ち上がり時のポップ音に影響を与える。値を大きくした場合、コンデン

サへの充電時間が長くなり、ポップ音レベルが大きくなるため、十分に注意すること。 

 

2．BTL電圧利得について 

第1アンプの電圧利得は、抵抗R1とR2の比(R3とR4の比)によって決定される。 

1ch ⇒ Vg1=20×log(R2/R1)・・・単位:dB 

2ch ⇒ Vg2=20×log(R4/R3)・・・単位:dB 

従って、BTL電圧利得は、 

1ch ⇒ VgBTL1=6+20×log(R2/R1)・・・単位:dB 

2ch ⇒ VgBTL2=6+20×log(R4/R3)・・・単位:dB 

の計算式で表される。BTL電圧利得は、0～26dBの範囲内で設定すること。 

 

3．ビープ信号入力端子(3ピン)について 

この端子はBTLアンプの第1アンプの非反転入力部に接続されており、内部にて50kΩの抵抗でバイ

アスされている。入力カップリングコンデンサC4とバイアス抵抗によって、ハイパスフィルタが構

成され、低域信号が減衰するため、C4の容量値を決定する場合、カットオフ周波数を考慮して設定

すること。カットオフ周波数は次式で表される。 

fc3=1/(2π×C4×50000) 
また、3ピンから入力した場合でのBTL電圧利得は、 

1ch ⇒ VgBTL3=6+20×log(1+R2/(R1+ro))・・・単位:dB 

2ch ⇒ VgBTL4=6+20×log(1+R4/(R3+ro))・・・単位:dB 

の計算式で表される。信号レベルを設定する場合には、図1のように信号を減衰させて入力すること。 

なお、この入力端子を使用しない場合には、応用回路例2のように、4ピンに接続すること。 

 

1
OUT

other IC
C1

ro R1

13
R2

3

4

C4

C3
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図1 

 

4．4ピンコンデンサ(C3)について 

C3はリップルフィルタ用コンデンサである。内部抵抗(100kΩ＋450kΩ)とC3によりローパスフィル

タを構成して電源リップル成分を軽減し、リップル除去率を向上させることが目的である。 

なお、IC内部では、4ピン電圧(基準電圧)の立上り過渡応答特性を利用して、自動ポップ音軽減回

路を動作させており、立上り速度を早めるためにC3容量値を小さくする場合、立上り時のポップ音

が大きくなる事を考慮して設計すること。 

 



LV49821VH 

No.A1468-8/15 

2
R5

11 VCC

STBYVCC

5．電源ライン用コンデンサ(C7,C8)について 

バイパスコンデンサC8は、電源コンデンサC7(ケミカルコンデンサ)で除去できない高周波成分除去

を目的としている。この容量はできるだけICの近くに配置し、高周波特性の良いセラミックコンデ

ンサを使用すること。 

安定した電源を使用する場合、1個の2.2μFのセラミックコンデンサにまとめることも可能である。
なお、電源ラインが比較的不安定な場合には、電源コンデンサ:C7の容量値を大きくすること。 

 

6．スタンバイ端子(2ピン)について 

スタンバイ端子を制御することにより、待機モード/動作モードの切換が可能である。直接、CPU

の出力ポートによって制御可能であるが、CPUからのデジタルノイズの影響を受ける場合があるた

め、直列抵抗:R5(1kΩ以上)を挿入することを推奨する。 

待機モード ⇒ V2=0V～0.3V 

動作モード ⇒ V2=1.6V～VCC 

また、スタンバイ機能を使用しない場合、端子を図2のように 

電源と連動して使用することも可能である。直列抵抗:R5を削 

除する事もできるが、スタンバイ端子に次式に示す電流:I2が 

流入するため、その点を考慮して設計すること。 

2ピン流入電流(単位:A):I2=7×10-6+(VCC-0.7)/(R5+30000)  図2 

 

7．6ピン制御(第2アンプ停止制御機能)について 

6ピンはBTLアンプの第2アンプの動作をON/OFF制御する端子である。この機能を利用することによ

り、スピーカドライブ(BTL出力方式)とヘッドホンドライブ(シングルエンド出力方式)の切替動作

が可能である。この端子には制御用のコンパレータが接続されており、そのしきい値は電源電圧か

ら抵抗分割によって生成している。従って、しきい値は電源電圧により変化するため、注意するこ

と。ヘッドホン・ジャックのスイッチを利用して切替える場合には、応用回路例1のような接続方

法を推奨する。 

コンパレータ・しきい値：Vth=VCC×2/3 

また、この端子をCPU制御する時(BTLアンプのミュート機能)、CPUに使用する電源電圧とパワーア

ンプICに使用する電源電圧の関係に注意すること。パワーアンプICに使用する電源電圧の方が高い

場合には、図3や図4のようなOPEN/LOW形式での制御を推奨する。図5のように、3本の抵抗を使用し

て制御する方法もある。この3本の抵抗値の比は下記のような値を推奨する。 

RC1,RC2,RC3抵抗比 ⇒ RC1:RC2:RC3 = 1:1:3 
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8．ヘッドホンドライブについて 

BTLアンプの第1アンプ側をヘッドホンアンプとして兼用する場合、応用回路例1のように、信号ラ

インに直列抵抗R6,R8を挿入して、レベル調整することを推奨する。 

なお、この直列抵抗とヘッドホン負荷抵抗は、出力カップリングコンデンサC5,C6によってハイパ

スフィルタを構成するため、其の点を考慮して設計すること。カットオフ周波数は次式で表される。 

1ch ⇒ fc1=1/(2π×C5×(R6+RL)) 
2ch ⇒ fc2=1/(2π×C6×(R8+RL)) 
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9．容量負荷について 

輻射対策などの目的で出力ピン－GND間にコンデンサを接続する場合、このコンデンサの影響によ

りパワーアンプの位相余裕度が低下して発振を起こすことがある。このコンデンサを付加する場合

には、その容量値に注意すること。 

推奨容量値:0.033μF～0.33μF 
 

10．熱保護回路について 

IC内に熱保護回路が内蔵されており、何らかの原因により異常発熱した場合、破壊/劣化のリスク

を軽減することができる。IC内チップのジャンクション温度:Tjが約170℃に上昇すると保護回路が

作動して、パワーアンプ部への電流供給が遮断されて、信号が出力されなくなる。チップ温度が低

下(約130℃)すれば、自動復帰する。 

なお、同回路は、破壊/劣化を必ず防止できるわけではないため、取り扱いに十分注意すること。

異常発熱している場合には、速やかに電源を切り、原因を特定すること。 

 

11．ピン間短絡について 

ピン間を短絡したままで電源を投入した場合、劣化または破壊の原因となるため、ICを基板に取り

付ける際にはピン間がハンダ等で短絡していないかどうか確認してから電源を投入すること。 

 

12．負荷短絡について 

負荷を短絡した状態で長時間放置しておいた場合、劣化または破壊の原因となるため、負荷は絶対

に短絡させないようにすること。 

 

13．最大定格について 

最大定格付近で使用した場合、わずかな条件変動でも最大定格を超える可能性があり、破壊事故に

つながりかねないため、電源電圧等の変動マージンを十分にとり、最大定格を絶対に超えない範囲

で使用すること。また、本ICに使用しているパッケージの単体での放熱効果は低いため、放熱フィ

ン近傍において、プリント基板の銅箔で十分な放熱性を確保すること。 

VCC=5V,負荷=8Ω時 ⇒ 50mm×50mm程度のGNDライン銅箔面積を推奨
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